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第36回 A-Forum プレゼンテーション

シドニー・オペラハウスの
専門性と総合性

山本想太郎

「テクトニック・カルチャー

19-20世紀建築の構法の詩学」

ケネス・フランプトン著

松畑強＋山本想太郎訳

（TOTO出版）

第八章 ヨーン・ウツソン ――
汎文化的形態とその結構の隠喩

「イラスト解剖図鑑

世界の遺跡と名建築」

東京書籍 ￥5200+税

著：ジョン・ズコウスキー

/ロビー・ポリー

日本語版監修：山本想太郎

シドニー大学での震災チャリティ・レクチャー 2011年5月

構造・構法・表現・機能の不調和

都市から切り離されている （マクアリー・ストリートからのアプローチ）



「シドニー・オペラハウスの専⾨性と総合性」
⼭本想太郎

第36回 A-Forum 2021年4⽉15⽇

2

有機的 有機的 大きい

大きい 構造の特異性 構造の特異性

構造の特異性
（「球面ジオメトリー」）

プランの特異性 プランの特異性
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プランの特異性 意匠の多様性（不統一性） 意匠の多様性（不統一性）

意匠の多様性（不統一性） 意匠の多様性（不統一性） 意匠の多様性（不統一性）

日常的な賑わい Uzson Room

シドニー・オペラハウスでは、年間約1,800ものイベントや公演

が開催され、年間来訪者は約820万人。国民経済に約570億円がも

たらされている

構造・構法・表現・機能の不調和

→ 近代的「合理」とは？
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「・・こうしたウツソンの提案は、結構的な考えと構

造上の合理性が必ずしも一致する必要のないことを証

明するものなのかもしれない。 ・・・ヨーロッパの

建築の歴史ではこうした難問が、全面解決のほとんど

一歩手前にいたったかのように見える二つの時代があ

る。最初はゴシック時代であり、次は鉄とガラスによ

る構法が完成をみた19世紀後半である。」

（ケネス・フランプトン 『テクトニック・カルチャー』）

ノートルダム大聖堂 1250年

「ゴシックの教会堂のことを

考えれば、私が意図してきた

ところに近い。ゴシックの境

界を見ていると、決して飽き

ることがなく、決して見終え

るということがない。・・・

太陽や光や雲とともに、それ

は生きたものをなしているの

である。」

ヨーン・ウツソン

（Zodiac 14 1965年）

ノートルダム大聖堂 1250年

クリスタルパレス（水晶宮）（ロンドン）1851年
設計：ジョセフ・パクストン

クリスタルパレス（水晶宮）（ロンドン）1851年
設計：ジョセフ・パクストン

「構造表現主義が洗練の極みに達した」
（磯崎新 『構造表現主義の墓碑銘』a+u 1973.10）

「創造的な構想力と工業生産とを調停する『建築家の
第三世代』」
（ジークフリート・ギーディオン 『空間・時間・建築』）

「構造と構法の表現性への関心による汎文化的形態」
（ケネス・フランプトン 『テクトニック・カルチャー』）

→ 近代建築から現代建築への移行の象徴

構造・構法・表現・機能の不調和

→ 近代的「合理」とは？

→ 技術・経済・社会などの各文脈の、
「自律的な」高度化による分離

ノートルダム・デュ・オー礼拝堂 1954年
設計：ル・コルビュジェ

ソロモン・R・グッゲンハイム美術館 1959年
設計：フランク・ロイド・ライト
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ワシントン・ダレス国際空港 1962年
設計：エーロ・サーリネン

国立代々木競技場 1964年
設計：丹下健三

アビタ67団地 1967年
設計：モシェ・サフディ

キンベル美術館 1972年
設計：ルイス・I・カーン

中銀カプセルタワー 1972年
設計：黒川紀章

ポンピドゥー・センター 1977年
設計：レンゾ・ピアノ＋リチャード・ロジャース

近代的な「合理」（＝専門性）
と

社会的合意 （＝総合性）

1957 設計コンペ 233案の中からウツソン案が選定される

オブ・アラップが構造設計に参加

1959 着工 （予定工期4年）

1961 「球面ジオメトリー」の発明

1963 シドニーにウツソン事務所を移転

オーストラリア放送機構による大ホールの変更要求

1965 ニューサウスウェールズ州の政権交代

1966 ウツソンが設計担当を辞任、デンマークに帰国

ピーター・ホールを中心とする設計チームに交代

1973 竣工 （工事費 700万豪ドル → 1億200万豪ドル）

2003 ウツソンがプリツカー建築賞受賞

2004 ウツソンの設計によりウツソン・ルーム完成

2007 ユネスコ世界文化遺産に登録

2008 ウツソン死去

近代的な「合理」（＝専門性）と
社会的合意 （＝総合性）

→ コンペによるプロセスとイメージ
の共有は社会に総合性をもたらす基盤

となりうる
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建築設計競技における「専⾨性」と「総
合性」

⼭本想太郎

新国立競技場コンペ・最優秀案 2012年
設計：ザハ・ハディド

有機的新国立競技場 2019年
設計：大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所 JV

有機的ルーカス・ミュージアム・オブ・ナラティブ・アート 2014年
設計：MADアーキテクツ （第一回コンペ最優秀案（シカゴ））

有機的ルーカス・ミュージアム・オブ・ナラティブ・アート 2016年
設計：MADアーキテクツ （第二回コンペ サンフランシスコ案）

新国立競技場 A案 隈研吾 他

ルーカス・ミュージアム・オブ・ナラティブ・アート 2021年（予定）
設計：MADアーキテクツ （ロサンゼルスの実施案） 専門性と総合性の高度な達成が同時に成し遂げられ、

シドニー・オペラハウスは現代の名建築となった


